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研究成果の概要（和文）：高齢化社会や生活習慣の変化により認知症や糖尿病などの疾患が増加しており、社会
的問題化しており、これを予防する方法として食生活の改善が必要とされ、毎日摂取する食品素材に疾患予防効
果があるものが求められる。
本研究は安価で高栄養の食材である鶏卵タンパク質由来のペプチドに認知症の原因になるアミロイド線維の形成
抑制効果と糖尿病に対する予防効果を追究した。カラザタンパク質由来のアミロイド線維形成に阻害作用を認
め、広くアミロイドシースの線維形成に効果を示した。卵白や卵殻膜由来のペプチドには糖消化酵素や合併症に
関与する酵素の阻害効果を示した。これらのペプチドはこのような疾患予防に利用されることが期待される。

研究成果の概要（英文）：Diseases such as dementia and diabetes are increasing due to the aging 
society and changes in lifestyle. As one of methods for preventing diseases, it is necessary to 
improve the eating habits, and the ingredients taken every day are required to be effective in 
preventing diseases. Among foods, eggs are cheap and nutritious foods, and are expected to have the 
preventing functions for diseases. 
In this study, whether peptides derived from hen egg protein were examined to be suppressive 
effective against the formation of amyloid fibrils. In addition, the preventive effects for diabetes
 were investigated. The chalaza peptides have the effect of inhibiting amyloid fibril formation and 
were expected to be effective in many amyloid diseases involving amyloid fibrils. Peptides derived 
from egg white and eggshell membranes showed inhibitory effects on glycolytic enzymes and polyol 
pathway enzymes. Therefore, egg peptides are expected to be useful for the prevention of such 
diseases.

研究分野： 食品化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢化社会や生活習慣の変化により認知症や糖尿病などの疾患が増加しており、社会的問題化しており、これを
予防する方法として食生活の改善が必要とされ、毎日摂取する食品素材に疾患予防効果があるものが求められ
る。鶏卵は安価で栄養価の高い食品であり、今回、見出した鶏卵タンパク質由来のペプチドが認知症や糖尿病の
予防に有効であることが確認された。カラザペプチドはアルツハイマー病などの原因となるアミロイド線維の形
成を抑制し、また卵白および卵殻膜ペプチドは糖代謝酵素や糖尿病合併症に関わる酵素を阻害した。今後、ヒト
介入実験などの研究が進み、鶏卵ペプチドの有効活用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 高齢化社会や生活習慣の変化により認知症や糖尿病などの疾患が増加しており、社会的問題

化しており、早急の対応が求められている。認知症をはじめとするアミロイドーシスはタンパ

ク質が不良化し、凝集してアミロイド線維を形成して体内に蓄積することで細胞・組織にダメ

ージを与えて起こる。一方、糖尿病は何らかの原因で高血糖症となり、これが原因で血管を損

傷し、合併症を引き起こす。これらを予防する方法として生活習慣の改善であり、特に、食生

活の改善が求められ、毎日摂取する食品素材が重要であり、疾患予防効果が期待できる食材が

求められる。これまで多くの食品素材に疾患予防や治療に有効とされるものが報告されてきた

が、認知症や糖尿病に関しては数少ない。そうした中で鶏卵は安価で豊富な栄養素を有する食

材であると共に、機能成分を多く含むことから加工品や医療などに用いられ、今後さらなる応

用が期待されている。 

 

２．研究の目的 

 我々が抱える社会問題である認知症や糖尿病の予防あるいは症状改善に日常摂取している身

近な食品素材がそのような効果を有しているとすれば、大きな貢献が得られる。その中でも鶏

卵は疾病予防効果の高い食材と考えられ、有効利用が期待される。本研究では、鶏卵タンパク

質由来のペプチドに認知症の原因になるアミロイド線維の形成を抑制する効果を検証し、さら

に糖尿病予防で重要となる糖の吸収を抑制するペプチドや合併症に関わる酵素を阻害するペプ

チドを検索し、その有効性について追究した。 

 

３．研究の方法 

 卵ペプチドは卵白（EW）、卵黄（EY）、カラザ（C）および卵黄膜（ESM）のそれぞれのタ

ンパク質をパパインおよび細菌由来のプロテアーゼで加水分解して４種類、調製し、以下の実

験に使用した。 

 これらの加水分解物（ペプチド）をアミロイド線維形成抑制実験および糖尿病予防効果実験

に用いて、その効果を観察した。アミロイド線維形成は線維形成が知られているリゾチームお

よびアミロイドβ（Ａβ）の線維化を観察することで評価し、ペプチドの阻害有効性を見た。

糖尿病ではペプチドの糖分解酵素阻害と合併症の指標となるポリオール経路の阻害効果および



メイラード反応阻害を観察した。 

 

４．研究成果 

 （１）鶏卵から得られたペプチドにアミロイド線維形成を抑制するものが見つかった。特に、

カラザタンパク質の分解物（Ｃ−ペプチド）はリゾチームおよびＡβの線維形成の抑制効果は顕

著であった。本ペプチドはアミロイドシースの線維形成に抑制効果があると結論した。さらに

Ｃ−ペプチドはアミロイド線維形成を促進する２価の金属イオンの効果も抑制することを認め、

生体内でもその機能に期待が持たれた。ペプチドがアミロイド病の原因となるアミロイド線維

の形成を抑制することはほとんど例がなく、Ｃ−ペプチドはこれまで有効利用のなかったカラザ

の有効利用にも繋がり、認知症などアミロイド病には治療や予防が難しい難病に活用されるこ

とが期待できる。 

 （２）次に糖尿病予防効果として、EY およびＣ—ペプチドにα—アミラーゼおよびα—グリコ

シダーゼを阻害するものが見つかった。つまり、糖の消化を抑制し、吸収を遅らせる効果があ

ると考えられ、鶏卵を食することで糖尿病の予防効果が期待される。一方、合併症に関与する

酵素の阻害効果を示した。合併症に関わるポリオール経路のアルドース還元酵素阻害には ESM

—ペプチドのみが効果を示し、ソルビトール脱水酵素には全てのペプチドで効果が見られた。Ｃ

—ペプチドが最も高い効果があった。グルコースよりタンパク質に修飾しやすいフルクトースへ

の転換は合併症のリスクを増加するので卵ペプチドによる両酵素の阻害は合併症の進行阻止に

有効と考えられる。メイラード反応阻害についても卵ペプチドはその進行を抑制することを認

め、有効な合併症予防剤として利用されることが期待される。 

 このように鶏卵ペプチドは認知症や糖尿病などの我々が抱える深刻な疾患に対して、有

効な予防食品素材として考えられ、その活用が期待できる。しかし、ペプチドはまだ混合

物であり、機能ペプチドは特定していない。今後、有効ペプチドの分離・同定を図ると共

の、これらのペプチドが実際、疾患の予防に役立つかどうかを、ヒト介入実験などを進め

ることによりこれらに有効利用を図って行く。      
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